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皮膚科領域におけるNY-198の 臨床的検討

斉 藤 明 ・田 中 由 比 ・波多野真理 ・佐々木順子 ・高 橋 久

帝京大学医学部皮膚科学教室

皮膚科領域感染症 に対 し,新 しいキノロ ンカル ボ ン酸系 の合成抗菌剤で あるNY-198の 臨床 的効果

について検討 した。

対象症例 は15例(男10例,女5例,年 齢17～56歳)で,そ の内訳 は毛嚢 炎1例,尋 常性毛瘡1例,

座瘡3例,〓1例,蜂 巣炎1例,感 染性粉瘤3例,慢 性 膿皮症1例,2次 感染4例 であった。投与方

法は,1日600mg(分3)を 経 口投与 し,投 与期 間は3～16日,総 投与量は1.8～9.69で あった。

臨床成績 は著効6例 有効4例,や や有 効4例,無 効1例 で有効率 は66.7%で あった。

また本剤 による自 ・他覚 的副作用は認め られず,明 らかに本剤 による と思 われ る臨床検査値 異常 も

認め られ なか った。

病巣分離菌の内訳はStaphylococcus aureus, Staphylococcus epidermidis, Streptococms inter-

medius, Entemoccus faecalis,Entemms faecium等 であ り,こ れ ら分離菌 に対す る本剤のMIC

はnorfloxacin(NFLX),ofloxacin(OFLX)と ほぼ同等,pipemidicacid(PPA)に 比 し,低

かった。

NY-198は 北陸製薬株式会社で新 し く合成 された経口

用抗菌剤で,Fig.1に 示す ようにキノロンカルボ ン酸 を

基本骨格に,1位 にエチル基,6位 および8位 にフッ素

原子ならびに7位 に3-メ チル ピペラジノ基を有す る。

本剤は殺菌的 に作用 し, Staphylococcus aureus, Enter-

ococcus faecalis, Escherichia coli, Klebsiella, Enter-

obacter, Proteus, Serratia, Pseudmonas aeruginosa,
Haemophilus influenzae, Neisseria gonorrhoeae など嫌

気性菌を含むグラム陽性菌,グ ラム陰性菌に対 して広範

囲な抗菌スペク トル と強い抗 菌活性 を有 し,さ らに種 々

薬剤耐性菌に対 して も優れた抗菌 力を有する1)。

今回我々は,皮 膚科領域 における各種感染症 に対 して,

本剤の有効性 と安全性 を確認するために治験 を行ない,

若干の臨床的評価 を試みたのでその成績 につ いて報告す

る。

Fig. 1. Chemical structure of NY-198

I 投与対象及び方法

1. 投与対象

昭 和61年9月 か ら12月 にか けて帝京 大学 附属 病 院皮

膚科 を受診 した患者 の うち,毛 嚢 炎1例,尋 常性毛瘡1

例,座 瘡3例 痴1例,蜂 巣炎1例,感 染性粉瘤3例,

慢性膿皮症1例,皮 膚疾患 に伴 う2次 感 染4例 の合計15

例 につ き治療 を行った。年齢 は17歳 か ら56歳 まで,性 別

は男性10名,女 性5名 で あった。

2. 投与 方法及び効果判定

1日600mgを3回 にわけて食後経 口投与 した。投 与期

間 は3～16日 間,総 投与量 は1.8～9.69で あった。

臨 床 効 果 の 判 定 に は,著 効(Excellent),有 効

(Good),や や有効(Fair),無 効(Poor)の4段 階で

行 なった。効果 判定 はそれぞれの疾患の 自然経過 を考慮

し,原 則 として来院毎にケースカー ドに記入 して症状評

価す ると同時に,投 与7日 後,14日 後 に,自 ・他覚的所

見,臨 床検 査成績 原因菌 の消失 などを もとに主治医の

判断 によ り判定 を行 なった。

II 臨床成績

Table 1に 各症 例 の内訳 と治療成績 の ま とめ を示 し

た。 またTable 2に 症例全体の まとめ を示 した。

15症 例 に対す るNY-198の 臨床成績 は,著 効6例,有

効4例,や や有効4例,無 効1例 で全体の有効率は66.7
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Table 2. Overall clinical efficacy

Table 3. Susceptibility of clinical isolates to NY-198 and related antibacterial agents

%で あった。

特に感染性粉瘤や2次 感 染 に対 しては100%の 有 効率

を得た。

また分離同定 され た細 菌7株 のMICはTable 3に

示した。 これ ら分離菌に対す る本剤 のMICはnornox-

acin(NFLX), onoxacin(OFLX),と ほ ぼ 同 等,

pipemidic acid(PPA)に 比 し低 かった。

副作用及び検査値 異常は15例 とも認め られなか った。

臨床検査値の まとめ をTable 4に 示す。case5に お

いてGOT,GPTの 軽度上昇 を認 めるが,以 前 よ り上 昇

を認めてお り本剤 との因果 関係 はない と思われ る。

III 考 察

NY-198は キノロンカル ボン酸系の新 しい経 口の合成

抗菌剤であ り,グ ラム陽 性菌 お よび緑膿菌 を含 むグラム

陰性菌 と一部の嫌気性菌 に対 し,幅 広 い抗菌活性 を有 し,

皮膚科領域 で分 離頻 度の 高 いS. aureus, S.epiderrmidis

などに強い抗菌 力を有 している。 さらに既存の キノロン

系薬剤であ るNFLX, OFLX, enoxacin(ENX)な ど

と同等,あ るいはそれ以 上の抗菌力 を示 し皮膚科領域 に

おける各種化膿性皮膚疾患 に対 して,そ の臨床 効果 の検

討 を試み るに値 する薬剤 と考 え られ る。 また体内動態に

おいて も皮 膚病 巣への移行が良好 であ るとされ てい る1)。

今回,15例 の各種 皮膚科領域感 染症 に本剤 を投 与 した

ところ,著 効6例,有 効4例,や や有効4例,無 効1例

の成績 であ り,有 効率は,著 効,有 効 を含 めて66.7%で

あった。

無効 と判定 された1例 は慢性膿 皮症 であ り,14日 間の

投与で は判定 を下すのに短期 間す ぎたか もしれ ない。 ま

たやや有効 と判 定 された4例 は,座 瘡,毛 嚢 炎,毛 瘡な

ど皮脂分泌が関与す るもので他剤で も充分 な効果は期待

出来ない。 また発症 か ら当院初診 となるまで,5年 以上

の長期 にわたる経過 をたどってお り他院 にてステ ロイ ド

外 用のODTを 行 うなど病勢が複雑化 してお り,こ れ ら

薬剤 の比率 が多かったので全体的な効果が低値 に出たの

であろ う。しか しPhlegmone,感 染性粉瘤,二 次感染 な

どの急性炎症で は,著 明 な効果が認 め られた。

副作用 は1例 も認め られず,ま た本剤 による と思 われ

る臨床検査値異常 も認め られなかった。

以上 によ り,NY-198は 皮膚科領域 におけ る各種 感染

症 に安全性 の高い有 用な経 口抗菌剤 であると考 えられ る。
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Table 4. Laboratory findings

B: Before treatment A: After treatment
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NY-198 IN DERMATOLOGY
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The clinical efficacy of NY-198, a new quinolonecarboxylic acid derivative, was studied in dermatological
infections.

NY-198 was administered to 15 patients (10 males and 5 females, 17-56 years of age) with various skin
infections. The dose was 600 mg for 3-16days. The total amounts were 1.8-9.6g.

Clinical results were excellent in 6 cases, good in 4, fair in 4 and poor in 1 case. The overall efficacy rate was
66.7%. No significant side-effects were observed clinically, and conventional clinical laboratory tests showed no
abnormalities related to the treatment.


